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愛
知
県
の
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
チ
ン
ゲ
ン
莱
部
会
は
、
今
年
か
ら
９５
度
の
熱
水
で
土
壌

を
消
毒
す
る
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
減
農
薬

・
減
化
学
肥
料
栽
培
に

加
え
、
土
壌
消
毒
で
も
農
薬
に
頼
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。
熱
水
で
十
分
な
消
毒
効
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
、
土
づ
く
り
や
施
肥
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、
健
康
な
土
壊
に
し
て
連
作

障
害
を
防
い
で
い
く
。
　
　
　
　
　
　
　
・

１
９
９
６
年
か
ら
チ
ン
ゲ

ン
サ
イ
で
産
地
化
し
、
現
在

は
１０
人
の
部
会
員
が
４

・
５

諺
で
年
４５
万
箱

（１
箱
２
ｆ

入
り
）
を
出
荷
し
て
い
る
。

当
初
か
ら
減
農
菜

・
減
化
学

肥
料
栽
培
を
進
め
て
き
た
。

今
は
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
経
済
連

が
取
り
組
む
化
学
農
薬

・
化

学
肥
料
を
削
減
し
た
農
産
物

「
い
き
い
き
愛
知
」
の
認
証

を
受
け
て
い
る
。

今
年
か
ら
は
、
土
壊
消
毒

で
も
化
学
農
薬
を
使
わ
な
い

よ
う
、
約
４
５
０
万
円
で
熱

水
土
壊
消
毒
機
を
導
入
し
、

す
べ
て
の
部
会
員
が
利
用
し

て
い
る
。
部
会
長
で
、
９０
町

の
施
設
で
周
年
栽
培
す
る
石

川
和
昭
さ
ん

（５２
）
は

「手

間
も
コ
ス
ト
も
か
か
る
が
、

安
全
面
か
ら
み
て
導
入
を
決

熱
水
土
壌
消
毒
を
実
施
し
た

圃
場
。
「
熱
水
土
壌
消
毒
で
、

生
育
が
良
く
な
っ
た
」
と
話

す
石
川
さ
ん

（愛
知
県
安
城

市
で
）
①

部
会
で
導
入
し
た
熱
水
土
壌

消
毒
機
○

J Aあ い ち中央

め
た
」
と
話
す
。

消
毒
機
は
、
最
高
９５
度
の

熱
水
を
、
１
時
間
当
た
り
６

０
０
０
脳
濯
水

（か
ん
す

い
）
す
る
。
同
地
域
に
多
い

標
準
的
な
施
設

（間
回
６
肝

奥
行
き
７０
メ
）
な
ら
、
濯
水

時
間
は
１２
時
間
。
濯
水
終
了

後
、
マ
ル
チ
し
た
ま
ま
１
日

以
上
置
い
て
お
く
。
春
か
ら

夏
に
か
け
て
、
機
械
を
部
会

員
で
回
し
て
利
用
し
て
い

く
。
石
用
さ
ん
は

「塩
類
除

去
の
効
果
も
あ
り
生
育
が
良

く
な

っ
た
」
と
、
病
害
防
除

以
外
で
も
効
果
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。

石
川
さ
ん
は
土
づ
く
り
に

も
努
め
、
堆
肥

（た
い
ひ
）

を
Ю
イ
当
た
り
１０

ント
投
入
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
過
剰
施

肥
を
防
ぐ
た
め
、
部
会
で
土

壌
診
断
を
実
施
。
そ
の
結
果

を
基
に
、
有
機
買
６０
夕
の
部

会
専
用
肥
料
を
肥
料
メ
ー
カ

ー
に
作

っ
て
も
ら

っ
て
い

る
。
「
農
薬
を
減
ら
す
努
力

は
必
要
で
、
熱
水
土
壌
消
毒

は
そ
の

一
つ
に
な
る
」
と
石

川
さ
ん
。
部
会
員
全
員
が
効

率
良
く
消
毒
を
実
践
し
、
同

じ
効
果
を
得
る
こ
と
で
、

一

層
の
減
農
薬
に
つ
な
が
る
と

一つ
。

チ
ン
グ
ン
サ
イ
部
会
挙
げ


